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私にもできること
香川・田埜　優花
　夏休み前に学校で、地域の保護司さんのお話を聞く機会がありました．私は、「保護司って何？どんなことをする人？と、思いながら教室で待っていました。教室に入って来た保護司さんの顔を見て「あっ、○○のおじいちゃんや。」「えっ！一緒におはぎを作った○○さんや。」と、驚きました。よく知っている地域の人たちだったからです。
　保護司さんは、犯罪や非行を犯した人が再び社会に出て生活できるように見守ったり、手助けをしたりしています。全てボランティアです。社会には、このようなボランティアがあることを私はこの時、初めて知りました。
　保護司さんのように、更生を見守ってくれている人たちがいるにも関わらず、殺人、窃盗、虐待等の悲惨な事件が世の中から無くならないのはなぜでしょうか。誰もが気持ちよく、安心して過ごすことのできる社会を作るために、小学校の私にもできることはないか考えました。
　私は、児童会役員をしています。朝、正面であいさつボランティアを行っています。全校生の中には、
　「おはようございます。」
と、声をかけても、黙って通り過ぎたり、恥ずかしそうに下を向いて小さな声で返したりする人もいます。それでも、相手がきちんとあいさつを返してくれるまでは頑張ろうと、毎日、あいさつをしました。そうすると、徐々に相手の声も大きくなり、笑顔であいさつを返してくれるようになりました。私は、心の中でヤッターと思い、その人と気持ちが通じ合えたように感じました。そんな日は、朝から気持ちがいいです。きっと相手もそうだと思います。
　また、私の学級には「チーム六東」という合い言葉があります。教室は、社会の縮図です。困った時は、独りで悩まず誰かに話そう。みんなでより良い学級を作ろうという合い言葉です。私たち人間は、間違いをしない人なんかいません。学級の誰かが間違ったことをしてしまった時、担任の先生は、
「してしまったことは仕方ない。でも、この先、この間違いを取り返すために、あなたがどう行動するかが大事。一生懸命にしている姿は、きっと誰かが見てくれているよ。」
と、言います。友だちが間違ったことをしても、それを責めるのではなく、次こそはと、まじめに努力している姿を認めて、受け入れてあげようということだと思います。そうやって関わっていくことで、今まで以上に友だちのことが分かり、男女の仲も良くなったように思います。
そして、私の住んでいる一ノ谷地区には、小学生のために、地域の方々が協力してくださることが数え切れない程あります。登下校中の立哨や青色パトカーでの見回り、ミシンの授業、本の読み聞かせ、郷土史学習、防災キャンプ、全校生が大好きな芝生広場の管理。私は、地域の方々と一緒に行う行儀がとても楽しみです。色々な話ができ、多くのことを教えていただけます。地域の方々は、私たちを「地域の宝」と言って大切にしてくださいます。登下校中や学校で会った時は、気軽に「おはよう。」「頑張ってね。」
と、温かい言葉をかけてくださいます。この言葉で私も元気になり、やる気が起こります。
あいさつをする。友だちの良さを認め受け入れる。地域行事に参加する。私が現在行っているこれらのことに共通していることは、「人と関わり、つながりを持つ」ということだと思います。それは、私にとって居場所があるということです。私の居場所は、家庭、学級、学校、地域。いつも、私を支えてくれている優しく温かい安心できる居場所です。嬉しいことだけでなく、イヤなことや辛いことがあった時も、誰かに話すことができます。
犯罪を犯してしまった人にも、居場所があったならば、事前に心のブレーキがきいたかもしれません。罪を償い更生しようと頑張っている人たちを「あの人は、悪いことをしたから・・・。」と、決めつけて見るのではなく、保護司さんのように、更生を見守り支えることのできる人が一人でも増え、社会の中にそのような輪が広がることが大事だと思います。
私は、まだ小学生なので十分なことはできないけれど、先に書いた、あいさつをする。友だちの良さを認め受け入れる。地域行事に参加する。これなら私にもできます。多くの人とつながりをもつことが可能です。小さなことだけれど、このような活動が様々な所に広がっていけば、犯罪も減り、更生しようとする人たちを手助けできる温かく、明るい社会を築いていけるのではないでしょうか。
今、私のしていることが少しでも社会の役に立っていると思えるように、今まで以上に家族、友だち、先生方、地域の方々等と関わっていけるように努力していきたいです。　
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